
寺
院
資
料
調
査
と
文
学
研
究

問
題
の
所
在

二
O
O
五
年、
中
世
文
学
会
五
十
周
年
記
念
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
第一
部
会
「
中
世
文
学
と
資
料
学」
に
お
い
て、
資
料
調
査

と
文
学
研
究（川
関
わ
り
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
て
か
ら、
十
年
余
の

月
日
が
経っ
た。

稿
者
もパ
ネ
ラ
l
の一
人
と
し
て
地
域
の
寺
院
資
料
調
査・
研

究
の一
端
を
報
告
し
た
が、
当
時
関
わ
っ
て
い
た
い
く
つ
か
の
調

査
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る。
本
稿
で
は、
こ
れ
ま
で
の
調
査

の
経
験
を
踏
ま
え、
改
め
て、
寺
院
資
料
調
査
と
文
学
研
究
の
関

わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う。
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渡

辺

匡

寺
院
調
査
の
概
要

本
稿
で
対
象
と
す
る
四
箇
寺
の
調
査
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く

こ
と
に
し
よ
う。
四
箇
寺
は、
「
寺
院」
と
い
う
環
境
は
共
通
す

る
が、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
寺
勢
の
推
移
に
よ
っ
て
蔵
書
形
成
に

差
異
が
生
じ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る。

一
箇
寺
目
は、
善
通
寺
（
香
川
県
善
通
寺
市）
の
調
査
で
あ
る

（一
九
八
九
1二
O
二ニ）。
真
言
宗
普
通
寺
派
の
本
山、
善
通
寺

の
調
査
は、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
る
悉
皆
調
査
で
あ
り、
典

籍
数
は一
万
点
に
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
と
なっ
た。
永
禄
の
大
火

で
灰
燈
に
帰
し
た
後、
歴
代
住
持
の
書
写
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
収

集
さ
れ
た
典
籍
と、
明
治
時
代、
廃
仏
致
釈
に
よ
っ
て
流
出
し
た

周
辺
寺
院
の
典
籍
で
蔵
書
形
成
さ
れ
て
お
り、
真
言
宗
諸
流
派
の



行
法
書
を
中
心
に、
仏
書
が
圧
倒
的
な
分
量
を
占
め
る。
た
だ

し、
総
数
が
多い
た
め
に
割
合
と
し
て
は
低
く
な
る
も
の
の、
漢

籍
な
ど
の
典
籍
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る。

二
箇
寺
目
は、
宝
衆
院
（
福
島
県
い
わ
き
市）
の
調
査
で
あ
る

こ
九
九
九
｜二
O一
七）。
新
義
真
言
宗
智
山
派
の
瀧
頂
道
場
で

あ
り、
棚
倉
藩
の
祈
祷
寺
院
で
も
あっ
た
宝
衆
院
の
典
籍
数
は、

悉
皆
調
査
に
よ
り
千
三
百
点
に
及ぶ
こ
と
が
明
ら
か
と
なっ
た。

濯
頂
道
場
で
あ
る
ゆ
え
か、
室
町
時
代
後
期
1
江
戸
時
代
に
か
け

て
の
加
行・
行
法
関
係
の
仏
書
を
中
心
に
蔵
書
形
成
さ
れ
て
い
る

が、
漢
籍
や
僧
侶
の
印
信・
行
法
書
（
私
物）
の
他、，
昭
和
に
至

る
ま
で
の
典
籍
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る。

三
箇
寺
目
は、
仰
法
紹
隆
寺
（
長
野
県
諏
訪
市）
の
調
査
で
あ

る
（
二
O
O
三
！）。
宝
衆
院
と
同
じ
く
新
義
真
言
宗
豊
山
派

〈
後
に
智
山
派）
の
漉
頂
道
場
で
あ
り、
高
島
藩
の
祈
鵡
寺
院
で

あっ
た
例
法
紹
隆
寺
の
典
籍
数
は、
悉
皆
調
査
に
よ
り
二
千
五
百

点
に
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
と
なっ
て
い
る。
や
は
り
宝
衆
院
と
同

じ
く
室
町
時
代
後
期
j
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
加
行・
行
法
関
係

の
仏
書
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
お
り、
漢
籍
や
僧
侶
の
印
信・
行

法
書
（
私
物）
の
他、
昭
和
に
至
る
ま
で
の
典
籍
も
相
当
数
に
及

ぶ
こ
と
が
確
認
で
き
る。

四
箇
寺
田
は、
如
来
寺
（
福
島
県い
わ
き
市）
の

調査
で
あ
る

（一
九
九
九
l二
O一
六）。
室
町
時
代
後
期
ま
で
浄
土
宗
名
越
派

の
本
山
で
あっ
た
如
来
寺
の
典
籍
数
は、
悉
皆
調
査
に
よ
り
千
四

百
点
に
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
と
なっ
た。
本
山・
檀
林
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
た
室
町
時
代
j
江
戸
時
代
初
期
の
典
籍
（
二
0
0

点）
と、
江
戸
時
代
末
期
1
大
正
時
代
の
住
職
で
あっ
た
鈴
木
知

周
（
良
住
堅
東）
の
個
人
蔵
書
ご
二
0．
0
点）
で
形
成
さ
れ
て

お
り、
仏
書
に
加
え、
漢
籍、
農
業、
暦、
教
科
書
な
ど、
多
岐

に
わ
た
る
典
籍
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る。

興
味
深い
の
は、
宝
衆
院
と
例
法
紹
隆
寺
の
蔵
書
形
成
が、
同

じ
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る。
と
も
に、
真
言
宗
の
僧

侶
を
育
成
す
る
濯
頂
道
場
で
あ
り、
江
戸
時
代
は
藩
の
祈
祷
寺
院

と
い
う
役
割
を
担
う
両
寺
は、
明
治
時
代
以
降
も
非
常
に
似
通っ

た
蔵
書
形
成
を
行っ
て
い
る。
地
域
を
超
え
て、
「
僧
侶
育
成
機

関
の
蔵
書
形
成」
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
可
能
性
を
見
出
せ
る
だ

ろ
う。
同
じ
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
善
通
寺
に
も、
両
寺
と
同
様
の

典
籍
（
漢
籍
な
ど）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き、
「
育
成
機
関」

と
し
て
の
機
能
を
見
出
せ
る
が、
一
方
で、
真
言
諸
流
派
の
行
法

書
を
収
集
し、
空
海
の
誕
生
所、
真
言
宗
の
総
本
山
と
し
て
の
役

割
を
担
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
も
特
徴
を
見
出
せ
る。

ま
た、
宗
派
は
違
う
が、
如
来
寺
に
お
い
て
も、
学
問
所
で
あ

る
憶
林
の
機
能
を
有
し
て
い
た
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は、
宗
派
の

5 



重
書
や
師
資
相
伝
の
典
籍
な
ど
か
ら、
他
の
三
箇
寺
と
同
様
に

「
僧
侶
育
成
機
関
の
蔵
書
形
成」
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る。
し
か
し、
如
来
寺
の
蔵
書
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き

は、
鈴
木
知
周
（
良
住
堅
東）
の
蔵
書
だ
ろ
う。
こ
の
蔵
書
は、

浄
土
宗
の
僧
侶、
良
住
堅
東
と
し
て
学
問
研
鎖
に
勤
し
ん
だ
江
戸

時
代
の
蔵
書
（
仏
書、
漢
籍
な
ど）
と、
明
治
元
年
に
鈴
木
知
周

と
改
名
し、
私
塾
の
経
営
や
教
導
職
（
中
講
義）
と
し
て、
僧
侶

に
止
ま
ら
ず一
般
の
人
々
を
相
手
に
教
育
活
動
を
行っ
た
晩
年
ま

で
の
蔵
書
（
農
業、
磨、
教
科
書
な
ど）
に
二
分
さ
れ
る。
鈴
木

知
周
の
蔵
書
は、
ま
さ
に
時
代
の
転
換
点
に
生
き
た
僧
侶、
知
識

人
の
「
知
の
変
動」
を
窺
う
格
好
の
モ
デ
ル
な
の
で
あ
る。
江
戸

時
代
の
蔵
書、
明
治
時
代
の
蔵
書
は、
そ
れ
ぞ
れ
宝
衆
院、
例
法

紹
隆
寺
の
同
時
代
の
蔵
書
と
対
応
す
る
部
分
も
多い。

な
お、
蔵
書
の
分
析
を
行
う
際
に
は、
典、
籍
の
質
や
量
を
問
題

と
は
し
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い。
重
要
な
の
は、
「
不

断
に
収
集
さ
れ
る
典
籍
群
が、
既
存
の
典
籍
群
と
結
合・
断
絶
を

繰
り
返
し
な
が
ら、
ど
の
よ
う
な
「
知
の
体
系」
を
生
み
出
し
て

い
く
の
か」
な
の
で
あ
り、
分
析
に
「
特
別
な
典
籍」
や
「
大
量

の
典
籍」
は
必
要
な
い
の
で
あ
る
（一
方
で
「
無
駄
な
典
籍」
も

存
在
し
な
い）。
し
た
が
っ
て、
大
寺
院
と
小
寺
院、
都
と
地
方

と
い
っ
た
枠
組
み
も
有
効
で
は
な
く
な
る。
分
析
さ
れ
た
結
果

は、
広
く
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
寺
院
に
お
け
る
「
知
の
体
系」
と

し
て一
般
化
し
得
る
か
ら
で
あ
る。
蔵
書
の
山
か
ら
「
宝
探
し」

を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る。

6 

読
書
史
へ
の
視
座

寺
院
資
料
調
査
の
研
究
が、
蔵
書
の
形
成
が
不
断
に、
か
つ
変

容
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
こ
と、
す
な
わ
ち
「
知
の
体
系」
の
通
時

的
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
な
ら
ば、
現
行
の

文
学
研
究
の
方
法
｜
時
代
別、
ジ
ャ
ン
ル
別
ー
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
に
な
る。

ま
た、
典
籍
そ
れ
ぞ
れ
を
等
質
（
価
値）
の
も
の
と
し
て
認
識

し、
体
系
化
し
て
い
く
作
業
も、
決
し
て
容
易
で
は
な
い
だ
ろ

う。
そ
れ
で
は、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
視
座
を
もっ
て、
研
究

に
向
き
合
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う。

一
つ
の
提
案
と
し
て
は、
「
読
書
史」
を
見
据
え
た
研
究
を
推

し
進
め
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う。
そ
も
そ
も
日
本
文
学
研
究
自
体
が

抱
え
る
問
題
で
も
あ
る
が、
作
品
を
研
究
す
る
際、
作
品
の
基
底

に
は
常
に
作
者
が
意
識
さ
れ
て
お
り、
作
者
未
詳
の
場
合
で
も、

作
品
を
統
合・
支
配
す
る
擬
似
的
な
作
者
（「
語
り
手」
な
ど）

が
想
定
さ
れ
て
い
る。
「
作
者」
を
意
識
し
て
蔵
書
を
見
れ
ば、

ど
う
し
て
も
典
籍
を
等
質
の
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
は
難
し
く
な



る。
開
い
た
こ
と
の
な
い
僧
侶
の
作
品
よ
り
も
弘
法
大
師
や
法
然

の
作
品
の
方
が
「
良
く」
見
え
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る。
し
か
し

｜｜実
際
に
そ
う
で
も
あ
る
の
だ
が

｜｜
寺
院
の
蔵
書
は
「
読

む」
た
め
に
収
集
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら、
常
に
「
読
者」
を
意

識
し
て
研
究
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る。
時
代
が
変

わ
れ
ば
「
読
書」
の
暗
好
も
変
わ
る
の
は
当
然
で
あ
る。

「
読
書
史」
に
鑑
み
れ
ば、
寺
院
以
外
に
も、
大
名
文
庫、
藩

文
庫、
和
歌
の
家、
名、王
家
な
ど、
固
有
の
読
書
環
境
の
な
か
で

典
籍
が
収
集
さ
れ
て
き
た
（
読
ま
れ
て
き
た）
蔵
書
群
が
存
在
す

る。
今
後
は、
幾
多
の
読
書
環
境
の
な
か
で
不
断
に
変
容
し
て
い

く
「
知の
体
系」
を
並
立
さ
せ
組
み
合
わ
せ
て
い
く、
通
時
的・

体
系
的
な
文
学
研
究
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う。

四

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
構
成

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は、
ま
ず、
先
行
す
る
寺
院
資
料
調
査
の
研

究
成
果
を
踏
ま
え、
｛玉
衆
院
の
蔵
書
の
通
時
的
分
析
を
通
し
て、

寺
院
資
料
調
査
の
問
題
共
有
と
課
題
展
望
を
図
る。
担
当
は
原
克

昭
で
あ
る。

次
に、
調
査
を
し
た
四
箇
寺
の
い
づ
れ
に
も
確
認
で
き
る
に
も

関
わ
ら
ず、
中
世
の
寺
院
資
料
調
査
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
「
近
世」
「
漢
籍」
の
受
容
に
つ
い
て、
如
来
寺
の
蔵
書
を
用

い
な
が
ら
考
察
す
る
（
寺
院
資
料
調
査
に
早
く
入っ
た
歴
史
研
究

者
た
ち
が
「
書
籍」
を
残
し、
後
に
入っ
た
文
学
研
究
者
た
ち
が

「
漢
籍」
を
残
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る）。
担
当
は
門
屋
温
で
あ

る。最
後
に、
鈴
木
知
周
の
蔵
書
の
考
察
を
通
し
て、
や
は
り、
今

ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た、
「
近
世」
か
ら
「
近
代」
に
い

た
る
知の
変
遷
を
追、フ。
近
世
の
蔵
書
を
目
黒
将
史
が、
近
代
以

後
の
蔵
書
を
河
内
聡
子
が
担
当
す
る。

注（
l）
『
中
世
文
学
研
究
は
日
本
文
化
を
解
明
で
き
る
か
｜
中
世
文

学
会
創
設
五
十
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
文
学
研
究
の
過

去・
現
在・
未
来」
の
記
録
｜」
（
中
世
文
学
会・
笠
間
書

院・
二
O
O
六
年
十
月）

（
2）

拙
稿
「
地
域
寺
院
と
資
料
学」
（
前
掲
注
l
研
究
書
所
収）

（
3）
『
総
本
山
善
通
寺
聖
教・
典
籍
目
録
稿」
（
国
文
学
研
究
資

料
館・
二
O一
O
年
三
月）、
落
合
博
志
「
善
通
寺
の
聖
教
と

そ
の
形
成」
（『
小
野
随
心
院
所
蔵
の
文
献・
図
像
調
査
を
基
盤

と
す
る
相
関
的・
総
合
的
研
究
と
そ
の
展
開』
〈。
こ己・
荒

木
浩
他・
二
O
O
七
年
三
月）、
同
「
善
通
寺
の
聖
教
と
説
話

資
料・
文
学
資
料」
（
説
話
文
学
会一
四一
回
例
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
善
通
寺
の
経
典・
聖
教」・
『
説
話
文
学
研
究』
仏・
二

7 



0
0
九
年
七
月）、
松
原
潔
「
善
通
寺
の
歴
史
と
宝
物」
（
同）、

中
山一
麿
「
善
通
寺
戴
『
真
友
抄」
に
つ
い
て

1｜
南
北
朝
期

高
山
寺
系
聞
書
が
映
す
世
相」
（
同）、
拙
稿
「
よ
じ
り
不
動

考」
（
阿）

（
4）

寺
院
の
蔵
書
か、
個
人
の
蔵
書
（
私
物）
か
の
判
断
は、
蔵

書
印
の
有
無
に
よ
っ
た。
宝
衆
院
は
「
宝
衆
院」
（
江
戸
時
代

後
期）
「
隆
栄
執
事
印」
（
大
正
二
年）
な
ど、
備
法
紹
隆
寺
は

「
宥
瑞」
「
例
法
紹
隆
寺
什
物
印」
（
江
戸
時
代
後
期）
な
ど、

如
来
寺
は
「
堅
東」
（
江
戸
時
代
後
期）
「
鈴
木
知
周
裁
本」

（
明
治
時
代）
な
ど
の
蔵
書
印
が
確
認
で
き
る。

（
5）

現
在、
書
誌
情
報
の
見
直
し
作
業
を
行っ
て
い
る。

（
6）

江
戸
時
代
に
書
写・
校
合
さ
れ
た
典
籍
の
多
く
は、
帯
止
め

さ
れ
た
ま
ま
使
用
さ
れ
た
形
跡
が
な
い。
真
言
諸
流
派
の
「
聖

典
収
集」
事
業
と
し
て
の
蔵
書
形
成
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え

る
だ
ろ
う。
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（
信
州
大
学
教
授）


